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１．はじめに 
 令和元年台風 19号では，東日本各地で記録的な豪
雨が認められた．福島県では，阿武隈川流域内，およ

び浜通り地域の河川で破堤が生じ，甚大な浸水被害

が発生した．また，この浸水に関与して，全国で最多

となる 32名の死者が県内で認められている 1)．近年

の豪雨災害の甚大化は顕著であり，気候変動に伴う

降水の極端化により降雨量の増大，豪雨頻度の増加

も推計されている．そのため，従来の河道整備のみに

重点化した対策では安全性を担保できない可能性も

高く，流域全体で豪雨災害の防災に取り組まなけれ

ばならない．したがって，一層のハード面とソフト面

の両面の強化による「流域治水」に向けた整備が必要

不可欠になる．この背景に対し，本研究では，ハード

対策の効果を見込んだソフト対策の強化ポイントと

なるツールのタイムライン(防災行動計画)，および防
災情報に焦点を当てた．タイムラインは「いつ」，「誰

が」，「何をするか」に着目し防災行動とその実施主体

を時系列ごとに整理した「避難体制」に直結した行動

計画である．既にタイムラインは「マイタイムライ

ン」として各個人で設定することも提案されており，

ワークショップなどを通じて最適化を図る研究もな

されている 2)．しかしながら，①指導する市町村自治

体単位のタイムラインの整備が発展途上であること，

②市町村内でも地形地質条件によって被災現象の地

域差が存在すること，③マイタイムラインの設定を

誘導すべき基準が不明瞭であること，等の課題が蓄

積している．この課題を解決する要素を抽出するた

め，本研究では，令和元年台風 19号をモデルベース
として防災情報，地域状況と現象を比較検証し，被害

軽減の強化ポイントとなるタイムラインの最適化に

向けた提案を目的に取り組んだ． 
２．解析方法およびデータセット 

防災情報，地域状況と現象を比較検証として阿武

隈川流域全体を対象地域に設定した．また，対象現象

は異常出水に対する外水氾濫である．比較検証を行

うための方法は，以下の①から④に示す 
① 令和元年台風 19 号時の警報等発令状況と河川水

位の状況を市町村毎に整備し，防災情報と現象の

時間関係を求め，タイムライン整備が必要とされ

る被災リスクの高まる地域を抽出した． 
② 解析①より抽出された地域に対する，浸水域も含

めた地形条件の空間マップ情報化した． 
③ 人口，高齢者人口および避難所の社会条件の空間

情報化，および適切な避難誘導を行うための情報

の検討を行った． 
④ ①～③の結果を踏まえた人的被害を軽減させる

ためのマイタイムライン案作成へ向けた課題を

提案した． 
解析①では，台風 19号時の避難指示発令状況を気

象庁警報，福島県災害実績調査を基に市町村毎に時

系列で整備した．また，阿武隈川流域内の国，県管理

の河川の水位状況を福島県河川流域情報システム，

国土交通省水文水質データベースを基に水位情報の

時系列情報を整備した．あわせて，各水位情報を市町

村毎に集約し，最も早く氾濫注意水位を超過した河

川の水位観測所も抽出して，リスクの高まる地域を

抽出した．解析②では国土地理院の浸水実績図，およ

び国土数値情報を用いて，浸水内における地形区分

図より，リスクの高まる領域の浸水状況を再現化し

た．解析③では，国土数値情報より得られた人口，高

齢者(65 歳以上)人口と避難所のデータを取得し，社
会状況を把握した．  
３．解析結果 
3.1 台風 19号時の外水氾濫ハイリスク領域の抽出 
図 1 に阿武隈川流域内の各市町村の避難指示発令

時刻と河川状況を示す．結果として，警報の時間が最

も早いのは郡山市で 13：00，最も遅いのは伊達市で
23：30 となっており，自治体により差が出る結果と
なった．なお，概ね市町村で早い時間に氾濫注意水位

に達した河川は県管理の阿武隈川支川になることが

示されている．越水時刻と避難発令時刻を比較し問

題がある地域として，伊達市（広瀬川，月舘水位観測

所），須賀川市（阿武隈川，須賀川水位観測所），棚倉

町（社川，社川水位観測所）が挙げられる．伊達市で

は月舘水位観測所周辺の越水から約 2 時間 20 分後，

キーワード ：流域治水，避難体制，タイムライン 

連絡先：〒960-1246 福島県福島市金谷川 1 福島大学共生システム理工学類 Tel and Fax 024-548-5261 

II-56 土木学会東北支部技術研究発表会（令和2年度）



棚倉町では社川水位観測所の氾濫危険水位超過20分
後に避難指示が発令されている．須賀川市は須賀川

水位観測所の水位が氾濫注意水位から避難判断水位

を経由せず氾濫危険水位へ一気に上昇しており，避

難困難判断の困難な時間変化を経過している．また，

上記の 3 地域はいずれも越水しており，避難行動す
る上で危険な地域として抽出した． 
3.2地形条件による空間情報整備 
 月舘水位観測所，須賀川水位観測所を中心に解析

結果を説明する． 
 図 2(a)は，月舘水位観測所周辺の浸水域の地形区
分である．この地域の地形特徴としては，広瀬川，糖

田川，および水路の合流地点が近接している．また，

伊達市の浸水実績図によると，破堤および越水が認

められている 3)．なお，この地域は，扇状地および谷

底平野であり山地急斜面に挟まれている事，蛇行し

ている河川である事より，河道の水位が上昇しやす

い地形を呈する．そのため，破堤の原因は，外水越流

により破堤されたと推測される． 
 図 3(a)は，須賀川水位観測所周辺の浸水域の地形
区分である．この浸水域の特徴としては，阿武隈川支

川の釈迦堂川との合流地点付近であり，浜尾遊水地

直下に近接していることが挙げられる．川越らの調

査結果によれば，発生時刻に差異もあるが当該地域

では破堤も認められている．なお，この破堤原因は上

流域の外水氾濫の戻り出水であり，地形分類図より

旧河道の痕跡が示されている 1)．そのため，遊水地が

存在しているものの上流での外水氾濫によって負荷

集中する領域である． 
3.3適切な避難誘導を行うための情報の明確化 
 図 2，3の(b)は各河川の水位観測所の総人口と避難
所の位置関係，図 2，3の(c)は避難の困難な高齢者人
口比率および避難所の位置関係を示している．月舘

水位観測所周辺は，上流側と下流側の両端に人口が

多いことや，広瀬川と糖田川の合流地点付近の高齢

者の割合が４割を超えている地点がある事がわかる．

しかしながら，高齢者の割合が高い地点の周辺に避

難所がなく，避難所までは最大でも約 20分(高齢者：
人間歩行速度 1.3m/s×0.7)経過する．また，浸水して
いる可能性のある避難所も存在する事も明らかにさ

れた．須賀川水位観測所周辺は，釈迦堂川と阿武隈川

の合流地点に人口が多いことや市外になると高齢者

の割合が比較的高いことがわかる．また，高齢者の割

合が高い市外に避難所が少なく最大でも約30分の経
過が必要である．こうした背景より，これらの地区で

は，情報提供から 30分程を担保しなければ避難の際
に高齢者の逃げ遅れが発生する危険性がある． 
４．結論と今後の課題 
 解析①～③より，避難指示発令情報のみでは，逃げ

遅れる可能性があること，浸水しやすい地形条件で

あること，場所や年齢によっては避難所位置が適切

ではないことが明らかになった．今後，マイタイムラ

イン作成にあたっては，住民アンケートの実施を行

う事が必要であると考えることも必要だが，経験や

現地踏査に基づく地形，社会の条件を十分に認識し

た後に，防災効果の高まる自治体と地域住民とのワ

ークショップの実施すること，また，適切に誘導する

ための基準が必要である． 
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図 1 各市町村の避難指示発令時刻と水位状況 

図 3 須賀川水位観測所周辺 

図 2 月舘水位観測所周辺 
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